






































るとして，対応する固有値ベクトルは t 1， t 2，･･･,ｔp とする．このとき，これらの列
ベクトルを並べた行列Ｔ
Ｔ＝［ t 1 t 2 ・・・ t p］





X＝TDTT＝λ1 t 1 t 1
T+λ2 t 2 t

























が成立する．ここで，Ｔ＝［ t 1 t 2･･･ t ｋ］，Ｄ1＝diag（λ1 λ2・・λk）である．よって，
最小二乗解の初期因子負荷行列に関する階数ｋの行列は
A＝T1D1
1/2=［√λ1 t 1　√λ2 t 2 ・・・ √λk t ｋ］
のように得られる．
一方，主成分分析の解を求める手順は伝統的にはつぎのようになる．ｐ個の標準化さ
れた変数を要素にもつ変数ベクトル x ＝（x1 x2 ・・・　xp）において，それらの変数に
よる合成変数
a1 x1＋a2 x2＋･･･＋ap xp＝a
Tx
の分散，Var（aTx）＝aTVar（x）a＝aTRa が最大になるように重み係数 a を求めることが
目的である．ここで，標準化データ行列をスタートにする．この際，重み係数について






















































入力データと主成分得点による主成分分析の 4 分類を以下の表 2 に示す．本稿では，












素データ ① ② 共分散行列のPCA














入力データと主成分得点による主成分分析の  ４分類を以下の表2に示す．  















































対象NO 対象名 標本分散 標本分散 標本分散比
1 ウイスキー 0.00348 0.00442 1.271
2 ウオッカ 0.00136 0.00166 1.221
3 ジン 0.00584 0.00694 1.188
4 テキーラ 0.00267 0.00338 1.264
5 ドライ 0.00093 0.00124 1.335
6 ブランデー 0.00249 0.00294 1.178
7 ラガー 0.00407 0.00431 1.061
8 ワイン 0.00390 0.00364 0.934
9 焼酎 0.00325 0.00370 1.138
10 日本酒 0.00377 0.00482 1.279
1 ウイスキー 0.00308 0.00353 1.148
2 ウオッカ 0.00477 0.00533 1.117
3 ジン 0.00645 0.00813 1.259
4 テキーラ 0.00457 0.00605 1.323
5 ドライ 0.00341 0.00459 1.344
6 ブランデー 0.00156 0.00232 1.487
7 ラガー 0.00588 0.00762 1.295
8 ワイン 0.00191 0.00247 1.293
9 焼酎 0.00486 0.00591 1.218













対象NO 対象名 標本分散 標本分散 標本分散比
第一因子
1 ウイスキー 0.00348 0.00442 1.271
2 ウオッカ 0.00136 0.00166 1.221
3 ジン 0.00584 0.00694 1.188
4 テキーラ 0.00267 0.00338 1.264
5 ドライ 0.00093 0.00124 1.335
6 ブランデー 0.00249 0.00294 1.178
7 ラガー 0.00407 0.00431 1.061
8 ワイン 0.00390 0.00364 0.934
9 焼酎 0.00325 0.00370 1.138
10 日本酒 0.00377 0.00482 1.279
第二因子
1 ウイスキー 0.00308 0.00353 1.148
2 ウオッカ 0.00477 0.00533 1.117
3 ジン 0.00645 0.00813 1.259
4 テキーラ 0.00457 0.00605 1.323
5 ドライ 0.00341 0.00459 1.344
6 ブランデー 0.00156 0.00232 1.487
7 ラガー 0.00588 0.00762 1.295
8 ワイン 0.00191 0.00247 1.293
9 焼酎 0.00486 0.00591 1.218
10 日本酒 0.00447 0.00600 1.342
表 4 ．アルコール製品マップにおける諸アルコール飲料の二次元座標値の変動　60％
因子分析 主成分分析 結果
対象NO 対象名 標本分散 標本分散 標本分散比
第一因子
1 ウイスキー 0.0099 0.01248 1.264
2 ウオッカ 0.0033 0.00461 1.407
3 ジン 0.0139 0.01434 1.030
4 テキーラ 0.0041 0.00530 1.285
5 ドライ 0.0029 0.00314 1.096
6 ブランデー 0.0056 0.00680 1.207
7 ラガー 0.0133 0.01551 1.168
8 ワイン 0.0126 0.01219 0.968
9 焼酎 0.0117 0.01542 1.317
10 日本酒 0.0152 0.01963 1.291
第二因子
1 ウイスキー 0.0065 0.00863 1.318
2 ウオッカ 0.0116 0.01232 1.064
3 ジン 0.0168 0.02114 1.261
4 テキーラ 0.0075 0.00985 1.305
5 ドライ 0.0081 0.01037 1.279
6 ブランデー 0.0076 0.00935 1.233
7 ラガー 0.0097 0.01271 1.314
8 ワイン 0.0099 0.01226 1.237
9 焼酎 0.0143 0.01657 1.162













































立派な 役立つ よい 大きい 力がある 強い 速い 騒がしい 誠実な 忙しい
僧侶 3.2 2.7 3.7 2.8 2.6 2.6 2.2 1.4 3.3 1.8
銀行員 3.4 3.5 3.4 2.5 2.2 2.6 3.2 2.1 4.1 4.2
漫画家 3 3.2 3.5 2.2 2.1 2.2 3.3 3.4 3.4 4.3
デザイナー 3.2 3.2 3.5 2.6 2.5 2.6 3.6 2.9 3.2 4
保母 4.2 4.6 4.5 3.1 3 3.2 2.8 3.3 4.5 4.9
大学教授 4 4 3.8 3.4 3.2 3.1 2.4 1.5 3.7 3
医師 4 4.8 3.9 3.5 3.8 3.7 3.2 2.1 3.7 4.5
警察官 3.7 4.6 4.1 3.4 4 4.1 4.3 3.4 4.2 4
新聞記者 3.6 4.3 3.7 2.9 3.5 3.6 4.7 4.2 3.9 5
船乗り 3.6 3.6 3.5 3.5 4.2 4.2 3.5 3.5 3.5 3.5
スポーツ選手 3.7 3.2 3.7 3.9 4.7 4.7 4.9 3.5 3.7 4.1
作家 3.4 3.7 3.5 3.1 2.7 2.4 2.3 1.8 3.3 3.3






















































対象NO 対象名 標本分散 標本分散
第一因子
1 ウイスキー 0.0044 0.0044
2 ウオッカ 0.0017 0.0017
3 ジン 0.0069 0.0074
4 テキーラ 0.0034 0.0033
5 ドライ 0.0012 0.0013
6 ブランデー 0.0029 0.0031
7 ラガー 0.0043 0.0045
8 ワイン 0.0036 0.0042
9 焼酎 0.0037 0.0037
10 日本酒 0.0048 0.0047
第二因子
1 ウイスキー 0.0035 0.0036
2 ウオッカ 0.0053 0.0052
3 ジン 0.0081 0.0081
4 テキーラ 0.0061 0.0060
5 ドライ 0.0046 0.0052
6 ブランデー 0.0023 0.0024
7 ラガー 0.0076 0.0075
8 ワイン 0.0025 0.0024
9 焼酎 0.0059 0.0060
10 日本酒 0.0060 0.0059
表 7 ．相関行列と分散共分散行列からの主成分分析による製品マップの座標値
相関行列からのPCA 共分散行列からのPCA
第一因子 第二因子 第一因子 第二因子
ウイスキー －0.225 0.786 －0.215 0.779
ウオッカ －1.053 －0.282 －1.053 －0.289
ジン 0.096 －0.005 0.061 －0.004
テキーラ －0.719 －0.367 －0.747 －0.369
ドライ 1.095 －0.531 1.101 －0.519
ブランデー －0.657 0.741 －0.629 0.727
ラガー 0.853 －0.673 0.874 －0.666
ワイン 0.925 0.868 0.906 0.869
焼酎 －0.125 －0.386 －0.122 －0.379







［ 1 ］Hair, Jr.J.F., Black,W.C., Babin, B.J. & Anderson, R.E. Multivariate Data Analysis: A 
Global Perspective, 7th ed.  Pearson.（2010）
［ 2 ］足立浩平　多変量データ解析法．ナカニシヤ出版（2006）
［ 3 ］奥喜正，高橋裕　データ解析の実際．丸善プラネット（2013）
［ 4 ］Mulaik, S.A. Blurring the Distinction between Component Analysis & Common Factor 




［ 7 ］Mulaik, S.A. Foundation of Factor Analysis, 2nd ed. Chapman & Hall.（2010）
